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キングや高峰の登山とは異なり、最低 2 日以上の日程で標高 5 千メートル以下の地点に徒歩で向かう
ことが一般的である。ネパールのトレッキングは、国際的に人気があり、欧米やアジアの各国の観光
客がトレッキングを目的としてネパールを訪れている。 





－ 2 － 
Helambu)、シバプリ（Shivapuri）地域などである。 



































3 バルディヤ国立公園 1976 968 32種類の動物、360以上の種類の鳥、ドル
フィンを始め多数の魚。 




5 ランタン国立公園 1976 1710 ランタン山の景観、ゴサイクンドなどの
巡礼地、レド・パンダをはじめ多数の動
物。 
6 セーフクスンド国立公園 1984 3,555 ネパールの最大の国立公園。286種類の動
物。 
7 カプトル国立公園 1985 225 224種類の薬物、270種類の鳥、巡礼地。 
8 マカル・バルン国立公園 1991 2,330 400種類の鳥、薬物、多種の動物。 




















3 マナスル保護地域 1998 1,663 マナスル山の景観、200種類の植物、多種
の動物など。 
出所：Bhattarai,G.S, 2009, pp.111-120 を基に筆者作成。 
－ 4 － 
トレッキング場所として最も多いのが、有料の公園や保護地域である。表1のようにネパールには、













表 2：2011 年のトレッキング地域に訪れたトレッカー数と割合 






































B.合計 10,715(100%) 7.62% 
総合（A＋B） 140,538 100% 
出所：ネパール観光省の統計 2011 年を基に筆者作成。 
http://www.tourism.gov.np/uploaded/fullpage.pdf（2013 年 6 月 17 日アクセス） 
－ 5 － 
表2によれば、一般のトレッキング地域には92.38％、とコントロール・トレッキング地域には7.62％
のトレッカーが訪れ、それぞれのトレッキング地域のトレッカー数の差は大きい。ネパールトレッキ
ング地域では、アンナプルナトレッキング地域がトレッカー数全体の 61％を占めている。第 2 位はエ






































ールトレッキング会社協会（Trekking Agencies` Association of Nepal：TAAN）が設立された。TAAN
は、ネパールにおけるトレッキング観光の広報や新しいトレッキングルートの開発などに取り組んで
いる。1990 年まで 100 社だったトレッキング会社数は、2011 年に 1,378 社まで増加している。トレ
ッキングガイド数も増加傾向にある。ネパール政府の統計によれば、ネパールにおけるトレッキング
ガイドのライセンスを持つガイドの人数は、2011 年時点で 7,303 人である。トレッキング会社 1 社


















から、以下の 10 個がトレッキングガイドの役割であると考える。第 1 の役割は、案内人である。こ
れは、道、宿泊・食事、トイレ、洗濯、寺院、美術館、病院、銀行、店舗（買い物場所）などトレッ
キング期間に必要なことを案内することである。第 2 は、アナウンサー（Announcer）である。これ

























ネパールトレッキング会社協会の 2011 年の財務報告によれば、TIMS カードによる収入は、1 億














図１はネパールへのトレッカーの 1980 年から 2011 年までの推移である。トレッカー数は 2000 年
まで順調に増加し、2001 年から 2006 年に減少し、2007 年から復興し増加の傾向にあり、N 型にな












出所：ネパール観光省の統計 2011 年を基に筆者作成。 
http://www.tourism.gov.np/uploaded/fullpage.pdf（2013 年 6 月 17 日アクセス） 
 
ネパールのトレッキング会社などへの聞き取り調査によれば、2011 年時点で、ネパールのトレッキ
ング業界の総収入は 7,602 万 815 米ドル、雇用者数は 10 万 5,430 人に上るという。この総収入額は、
2011 年のネパールの観光産業全体の総収入 3 億 6,877 万 3,000 米ドルの 20.61%を占めている。この
ことから、ネパール観光産業におけるトレッキング産業の比重の大きさがうかがえる。とはいえ、ト
レッカー1 人当たりの平均支出はトレッキング地域によって大きく異なるという9。 
図 2 は、2011 年にネパールを訪れた外国人トレッカーの人数を月別に示したものである。ネパー


















出所：ネパール観光省の統計 2011 年の基に筆者作成。 
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表 3：ネパールの外国人トレッカーの国別の割合 
国 ネパールを訪れた観光客数 トレッカー数 割合 
ドイツ 27,472 7,870 28.64％ 
フランス 26,720 7,667 28.69％ 
イギリス 39,091 7,654 19.58％ 
アメリカ 42,875 5,152 12.02％ 
スリランカ 59,884 5,143 8.59％ 
オストラリア 19,824 4,750 23.96％ 
日本 26,28３ 3,176 12.08％ 
中国 61,917 3,174 5.12％ 
韓国 24,488 2,315 9.45％ 
インド 149,504 1,883 1.23％ 
出所：ネパール観光省の 2011 年の統計を基に筆者作成。 











































































                                                          
1 ネパール観光省のホームページ「観光統計 2011 年度」PDF ファイル； 




4 Bhattarai, G.S.[2009],“Tourism Sectoral Operation in Nepal”Travel and Tourism，Pradhan Book House, 
Kathmandu Nepal,p.134-135. 
5 ネパール観光省のホームページ「観光統計 2011 年度」PDF ファイル； 
http://www.tourism.gov.np/uploaded/fullpage.pdf（2013 年 6 月 17 日アクセス） 
6 個人トレッカーは、トレッキング会社を利用なしにトレッキングを行うトレッカーのことを指すが、グループト
レッカーは、トレッキング会社を利用される 1 人以上のトレッカーの団体である。あるいは、グループトレッカー
と言えば団体だけではなくトレッキング会社を利用する 1 人のトレッカーも指す。 
7 南アジア以外の国籍の個人トレッカーとグループトレッカーの TIMS カードの色は、それぞれ緑と青で、料金は
20 米ドルと 10 米ドルである。南アジア国籍のトレッカーの TIMS カードの色は全トレッカーにピンクである。料
金は、個人トレッカー6 米ドルとグループトレッカー3 米ドルである。 
8 ネパールトレッキング会社協会のホームページ
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